
　

バ
イ
オ
エ
シ
ッ
ク
ス
の
世
界

的
権
威
者
に
、
名
曲
を
生
ん
だ

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
学
生
時
代
の

思
い
出
や
、
平
和
と
い
の
ち
の

大
切
さ
な
ど
を
お
話
し
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
令
和
５
年
２
月

18
日
13
時
30
分
～
16
時
00
分

 
12
月
17
日
（
土
）
、
14
：
00

～
16
：
00
白
岡
市
「
こ
も
れ
び

の
森
」
会
議
室
で
開
催
、
本
講

演
は
コ
ロ
ナ
の
蔓
延
に
よ
り
２

月
、
９
月
の
２
度
延
期
、
３
回

目
で
規
模
を
縮
小
し
て
開
催
し

た
。
講
師
は
さ
い
た
ま
民
俗
文

化
研
究
所
主
席
研
究
員
の
板
垣

時
夫
先
生
に
お
願
い
し
ま
し

た
。
本
講
座
は
わ
が
町
を
知
る
、

学
び
の
場
の
提
供
で
地
域
理
解

を
深
め
ユ
ネ
ス
コ
活
動
の
認
知

向
上
と
地
域
活
性
化
を
主
旨
に

実
施
。
先
生
は
、
埼
玉
東
部
の

水
害
の
記
録
を
今
に
伝
え
え
る

水
神
、
漂
着
神
、
信
仰
を
通
し

て
災
害
へ
の
備
え
や
環
境
を
如

何
に
守
っ
て
来
た
か
を
後
世
に

伝
え
、
今
起
き
て
い
る
気
候
変

動
に
対
す
る
防
災
、
減
災
の
意

識
と
温
暖
化
へ
の
備
え
が
必
要

で
あ
る
、
と
説
い
て
お
ら
れ
た
。

要
旨
、
埼
玉
東
部
地
域
の
地
形
、

河
川
は
中
川
流
域
の
様
な
低
地

が
多
く
水
害
、
洪
水
等
災
害
に

見
舞
わ
れ
た
半
面
、
低
地
や
川

は
稲
作
の
恩
恵
、
漂
着
物
等
、

財
や
富
を
運
ぶ
有
難
い
存
在
で

も
あ
り
住
民
に
多
く
の
富
を
も

た
ら
し
た
。
河
川
の
決
壊
跡
に

は
２
度
と
災
害
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
水
難
除
け
水
神
様
や
,
農

耕
の
神
様
が
祀
ら
れ
て
お
り
代

表
的
に
は
、
九
頭
龍
大
権
現
、

八
大
龍
王
や
水
神
宮
が
主
な
水

神
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
。又
、

洪
水
や
水
害
時
に
は
沢
山
の
も

の
が
流
れ
着
く
が
、
そ
の
中
に

は
御
神
体
や
仏
像
も
あ
り
漂
着

神
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
。
信

仰
の
対
象
は
水
難
除
け
、
疫
病
、

雨
乞
い
、
災
害
復
興
等
と
な
っ

て
い
る
。河
川
流
域
に
は
水
害
、

架
橋
、
堤
防
工
事
な
ど
の
時
,

神
へ
の
犠
牲
や
目
的
を
成
就
の

為
に
人
間
を
水
底
に
沈
め
る
人

柱
伝
承
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら

の
犠
牲
者
が
村
を
水
害
か
ら
救

っ
て
く
れ
た
恩
人
と
し
て
神

社
、
弁
財
天
、
石
碑
で
祀
ら
れ

て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
伝
承
は

河
川
流
域
の
多
い
埼
玉
東
部
に

集
中
し
て
い
る
。
本
講
演
よ
り

こ
の
よ
う
な
「
災
害
記
憶
遺
産

が
風
化
し
な
い
よ
う
後
世
に
伝

え
、
災
害
に
備
え
る
心
構
え
が

必
要
で
あ
る
と
感
じ
た
。
コ
ロ

ナ
に
よ
り
2
回
の
延
期
に
後
３

回
目
の
会
場
が
小
会
場
し
か
取

れ
ず
当
初
の
意
気
込
み
、
目
標

に
届
か
な
か
っ
た
の
が
残
念
で

す
。
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な

き
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き
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き
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き
ず
な

き
ず
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き
ず
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き
ず
な

き
ず
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き
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き
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き
ず
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第

17
回 

地
域
文
化
遺
産
ス
タ
デ
ィ

「
災
害
記
憶
遺
産
～
」

災
害
、漂
着
神
、人
柱
伝
承
を
読
み
解
く

講
師　

板
垣
時
夫
先
生

蓮
田
・
白
岡
地
方
ユ
ネ
ス
コ
協
会 　

15
周
年
記
念 

講
演
会

in

ハ
ス
ト
ピ
ア

「
幸
せ
な
ら
手
を
た
た
こ
う
」

世
界
で
歌
い
継
が
れ
る

　
　
　
　

名
曲
誕
生
秘
話

講
師 

木
村 

利
人

（１） 蓮田・白岡地方ユネスコ協会 会報２８号 2023年1月27日発行

１５周年を迎え

会長　田村勝彦

迎春　今年も宜しくお願い申し上げます。

当協会は来る３月29日をもって設立１５周年を迎え

ます。

この間皆様より賜りました数々のご支援・ご協力に

対し、改めて感謝申し上げます。

昨年もコロナ禍ですが対面活動の機会も増え、学校支援協力活動や

鎌倉の文化遺産めぐり、更に地域文化遺産スタディなど従来型の対面

活動開催が可能になって参りました。

この結果、ユネスコ全国大会in木更津も会場開催となり、２月には当協

会１５周年記念に因んで「幸せなら手をたたこう」と題した講演も対面

方式で開催する運びとなりました。

私達は今後とも適合性のあるテーマを模索しながら活動を続けていく

所存ですが、取り組まなければならない課題の一つに、会員の高齢化現

象への対応があります。

向後の活動の活性化を模索するためにも若き人材発掘は喫緊の課題で

あると考えております。今般の全国大会で協会連盟から地域共働且つ

包括教育の観点から「U-スマイルみんなでつなぐ子供応援プログラム」

と題した一連の提案がなされました。

本件については既述の今後の活性化問題とこれまで実施してきた「学校

支援協力活動」を絡ませ、より包括的な視点からその実現性について検

討たいと考えております。

15周年にあたり、原点に立ち返り、持続させる意味を問い、方法を論じ真

剣に活動をせねばと自らを課す覚悟をしております。



 
「
今
日
は
、
地
球
の
乗
組
員

の
み
ん
な
が
で
き
る
こ
と
を
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。
」
校
長
先

生
の
言
葉
を
う
け
て
、
鮮
や
か

な
民
族
衣
装
を
身
に
ま
と
い　

　

「
Ｈ
ｏ
ｌ
ａ
！　

Ｍ
ｅ
ｌ
ｌ

ａ
ｍ
ｏ
 
Ａ
ｉ
」
ス
ペ
イ
ン
語

の
流
暢
な
挨
拶
か
ら
花
田
さ
ん

の
講
演
が
始
ま
り
ま
し
た
。　

　

子
ど
も
た
ち
も
釘
付
け
。
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

 
言
葉
は
通
じ
な
く
て
も
、
雰

囲
気
や
し
ぐ
さ
で
言
葉
の
壁
は

乗
り
越
え
ら
れ
る
、
興
味
を
も

て
ば
分
り
合
え
る
。
代
表
の
児

童
も
、
花
田
さ
ん
の
自
己
紹
介

に
真
似
て
自
己
紹
介
を
し
て
く

れ
ま
し
た
。
質
問
に
対
し
て
積

極
的
に
挙
手
す
る
６
年
生
の
児

 
寺
内
さ
ん
の
初
海
外
は
カ
ン

ボ
ジ
ア
一
人
旅
。
そ
の
後
、
発

展
途
上
国
へ
旅
す
る
こ
と
に
よ

り
、
新
し
い
発
見
で
日
々
の
悩

み
が
と
て
も
ち
っ
ぽ
け
な
も
の

と
感
じ
た
こ
と
、
ま
た
、
そ
の

現
地
の
人
々
と
の
出
会
い
に
よ

り
、
も
っ
と
知
り
た
い
→
住
み

た
い
→
働
き
た
い
→
せ
っ
か
く

な
ら
ば
困
っ
て
い
る
人
の
た
め

に
働
き
た
い
!
と
い
う
思
い
か

ら
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
参
加
。
知
識

が
経
験
と
な
り
大
き
く
か
わ
っ

た
体
験
談
を
と
て
も
丁
寧
に
語

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 　

　

テ
ン
ポ
よ
く
、
現
地
の
映
像

も
流
し
な
が
ら
生
徒
も
惹
き
つ

け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
「
皆
さ

ん
は
何
の
た
め
に
働
き
ま
す
か

?　

ど
の
時
間
を
充
実
さ
せ
た

い
か
。
仕
事
選
び
と
は
９
時
か

ら
18
時
の
時
間
を
選
ぶ
こ
と
。
」

ま
た
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
活
動
を
通

じ
、
「
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
れ

る
よ
う
、
よ
り
良
い
未
来
を
創

っ
て
い
き
た
い
。
興
味
あ
る
こ

と
は
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
み

ま
し
ょ
う
。
」
と
い
う
言
葉
が

と
て
も
印
象
的
で
、
生
徒
た
ち

の
未
来
の
選
択
肢
が
広
が
る
講

演
で
し
た
。
実
は
、
１
９
９
７

年
は
国
際
協
力
第
１
位
だ
っ
た

日
本
も
現
在
４
位
で
す
が
、
戦

後
の
経
済
成
長
を
支
え
る
べ
く

新
幹
線
や
高
速
道
路
を
作
る

時
、
ま
た
東
日
本
大
震
災
時
も

海
外
か
ら
莫
大
な
支
援
を
受
け

て
い
た
と
い
う
こ
と
も
知
り
ま

し
た
。

童
た
ち
の
姿
は
学
び
の
意
欲
を

感
じ
ま
し
た
。
花
田
さ
ん
が
出

会
っ
た
エ
ル
ビ
ン
く
ん
（
15
歳
）

の
市
場
で
ト
ル
テ
ィ
ー
ヤ
を
売

っ
て
い
る
日
常
生
活
の
話
か

ら
、
海
外
で
は
学
校
に
行
け
る

こ
と
は
当
た
り
前
で
は
な
い
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

も
、
海
外
の
も
の
は
知
ら
な
い

う
ち
に
身
の
回
り
に
あ
ふ
れ
て

い
る
。
世
界
は
繋
が
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
。
興
味
や
関
心
を

も
ち
、
自
分
が
で
き
る
こ
と
は

何
か
？
を
行
動
に
し
て
い
け
た

ら
い
い
で
す
ね
。
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
問
題
）
世
界
の
国
の
数
と
発

展
途
上
国
の
国
は
何
か
国
?

　

皆
さ
ん
ご
存
知
で
す
か
?

（
答
え
）
１
９
７
か
国
の
う
ち

約
７
割
、
１
５
０
か
国
が
発
展

途
上
国
と
い
う
こ
と
も
学
ば
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 
11
月
26
日
・（
会
場
）
か
ず
さ

ア
カ
デ
ミ
ア
ホ
―
ル
11
時
～
17

時
30
分
早
朝
は
雨
で
あ
っ
た

が
、
開
演
時
期
に
は
青
空
が
見

え
た
。
冒
頭
は
ユ
ネ
ス
コ
の
歌

斉
唱
で
始
ま
っ
た
。
小
学
校
児

童
と
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
演
目
が
終
わ
り
、
開
会
式
は

主
催
者
佐
藤
会
長
と
君
塚
運
営

委
員
長
の
挨
拶
後
、
外
務
省
外

報
副
報
道
官
、
文
科
省
国
際
統

括
官
、浜
田
防
衛
大
臣
（
代
読
）
、

県
知
事（
メ
ッ
セ
ー
ジ
）
、
木
更

津
市
長
渡
辺
芳
邦
氏
と
来
賓
挨

拶
が
続
い
た
。
記
念
講
演
は
俳

優
・
宇
梶
剛
士
氏
が
自
身
の
生

い
立
ち
、
特
に
母
親
の
人
権
擁

護
の
生
き
様
に
関
し
て
何
故
取

組
始
め
た
の
か
、
更
に
ア
イ
ヌ

民
族
に
関
わ
る
話
、
親
と
の
確

執
、
学
校
時
代
の
部
活
で
受
け

た
上
級
生
の
不
条
理
な
い
じ
め

の
経
験
な
ど
語
っ
た
。
そ
れ
で

も
夢
や
希
望
を
失
わ
無
い
よ
う

に
さ
え
居
れ
ば
道
は
開
け
る
と

結
ん
だ
。
終
了
後
、
ユ
ネ
ス
コ

実
践
発
表
が
 
２
例
あ
っ
た
。

 
次
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

平
和
で
持
続
可
能
な
未
来
を
目

指
し
て
～
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
木
更
津
か
ら
の
発
信
」
と
題

し
て
、
連
盟
理
事
の
司
会
で
木

更
津
市
長
他
２
名
の
パ
ネ
リ
ス

ト
と
木
更
津
の
未
来
が
語
ら
れ

た
。
地
域
振
興
を
官
民
挙
げ
て

の
取
組
と
教
育
過
程
の
大
切
さ

に
参
加
者
も
共
感
し
た
様
子
で

あ
っ
た
。
特
に
、
幼
児
は
9
才

ま
で
の
教
育
で
人
格
形
成
が
決

ま
る
と
の
パ
ネ
リ
ス
ト
の
話
は

関
心
が
集
ま
っ
た
。
最
後
は
連

盟
鈴
木
理
事
長
の
挨
拶
で
終

了
。
此
の
後
、
次
年
度
の
全
国

大
会
は
山
梨
県
担
当
で
山
田
県

連
会
長
か
ら
開
催
日
は
令
和
4

年
 
９
月
９
日
・
場
所
は
富
士

吉
田
市
と
説
明
さ
れ
た
。
更
に

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
ユ
ネ
ス
コ
活
動

研
究
会
は
 
令
和
４
年
9
月
3

日
・
場
所
は
渋
谷
の
青
山
学
院

で
決
定
と
東
京
都
連
池
田
会
長

か
ら
案
内
挨
拶
が
あ
っ
た
。
場

所
を
移
し
て
の
交
流
会
は
31
都

道
府
県
、
１
７
０
名
の
参
加
者

を
迎
え
開
催
。
３
年
ぶ
り
の
体

面
交
流
会
で
あ
っ
た
が
時
間
も

一
切
合
切
で
一
時
間
半
、
乾
杯

始
め
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
、
エ
リ

ア
ご
と
に
全
員
テ
ー
ブ
ル
を
囲

ん
で
着
席
、
割
合
と
ヘ
ル
シ
ー

な
会
食
で
あ
っ
た
。
此
の
辺
り

は
主
催
者
の
工
夫
が
感
じ
ら
れ

た
。
最
後
に
コ
ロ
ナ
渦
、
全
国

の
参
加
者
を
迎
え
て
様
々
な
ハ

ン
デ
や
課
題
も
克
服
し
、
膨
大

な
労
力
と
熱
意
で
大
会
を
リ
ー

ド
さ
れ
た
千
葉
県
連
、
木
更
津

ユ
ネ
ス
コ
協
会
に
深
甚
な
る
感

謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

学
校
支
援
協
力
活
動
報
告
①

～
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル　

蓮
田
市
立
中
央
小
学
校
～

　「
エ
ル
ビ
ン
と
出
会
っ
て
」 

ニ
カ
ラ
グ
ワ
の
活
動

講
師:

蓮
田
市
在
住　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年
海
外
協
力
隊
Ｏ
Ｇ  

花
田 

愛

 10月25日

（３) 蓮田・白岡地方ユネスコ協会 ホームページ　www.hasuda-shiraoka.jpn.org/ (２)

学
校
支
援
協
力
活
動
報
告
②

～
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル 

蓮
田
市
立
蓮
田
中
学
校
～

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
い
て
」 

ナ
ミ
ビ
ア
青
年
活
動

講
師: 

春
日
部
出
身　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年
海
外
協
力
隊
Ｏ
Ｂ  

寺
内
啓
人 

10月27日

第
78
回 

日
本
ユ
ネ
ス
コ
全
国
大
会
報
告

木
更
津(

兼
関
ブ
ロ
研)

 
11
月
18
日
（
金
）
好
天
に
恵

ま
れ
青
空
の
爽
や
か
な
一
日
で

し
た
。
駅
西
口
に
集
合
し
、
田

村
会
長
の
ご
挨
拶
が
あ
り
出

発
。
一
条
恵
観
山
荘
見
学
後
、

解
散
。
参
加
者
は
会
員
他
19
名
、

ベ
テ
ラ
ン
ガ
イ
ド
遠
藤
様
、
内

藤
様
２
名
、
Ａ
，
Ｂ
二
組
に
分

か
れ
て
の
説
明
で
し
た
。
 
 

コ
ー
ス
は
、
鎌
倉
駅
西
口
～　

鎌
倉
駅
東
口
（
自
由
昼
食
）　

午
後
バ
ス
で
浄
妙
寺
～
報
国
寺

～
浄
妙
寺
～
一
条
恵
観
山
荘
＝

解
散
。
解
散
後
自
由
散
策
す
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

 
大
河
ド
ラ
マ
の
影
響
も
有
り

鎌
倉
も
注
目
度
ア
ッ
プ
で
大
混

雑
、
大
渋
滞
と
思
い
き
や
、
コ

ロ
ナ
の
影
響
か
、
意
外
に
ス
ム

ー
ス
で
し
た
。

　
　
　
　

 
※
 　
　
　
　
　

 
鎌
倉
の
歴
史
は
古
く
旧
石

器
、
縄
文
、
弥
生
、
古
墳
時
代

の
遺
跡
も
発
掘
さ
れ
て
い
ま

す
。
鎌
倉
幕
府
の
最
盛
期
に
は

３
万
人
の
人
口
を
数
え
、
続
く

足
利
幕
府
は
鎌
倉
府
を
置
き
、

15
代
将
軍
足
利
義
昭
が
織
田
信

長
に
滅
ぼ
さ
れ
、
二
つ
の
政
権

約
３
百
80
年
の
間
、
京
に
続
く

都
市
と
し
て
繁
栄
し
ま
し
た
。

 
今
回
は
一
般
の
観
光
ル
ー
ト

は
避
け
、
ガ
イ
ド
さ
ん
の
お
計

ら
い
で
静
か
で
趣
の
有
る
鎌
倉

散
策
に
な
り
ま
し
た
。 
：
【
山

号
寺
号
】
長
興
山
妙
本
寺
・
日
蓮

宗
・
本
尊
法
華
曼
荼
羅
。
比
企
能

員
の
屋
敷
跡
、
全
国
日
蓮
宗
寺

院
の
中
で
も
最
古
の
道
場
と
し

て
身
延
山
久
遠
寺
、
池
上
本
門

寺
と
共
に
特
別
の
寺
格
を
持
つ

寺
で
す
。
ご
本
尊
は
日
蓮
真
筆

法
華
曼
荼
羅
＝
俗
に
髭
曼
荼
羅

：
【
山
号
寺
号
】
稲
荷
山
浄
妙

禅
寺
・
臨
済
宗
建
長
寺
派
《
鎌
倉

五
山
第
五
位
》
本
尊
釈
迦
如
来

『
開
基
足
利
義
兼
』
足
利
氏
の

菩
提
寺
と
し
て
七
堂
伽
藍
が
完

備
、
１
０
０
人
を
越
す
僧
侶
、

塔
頭
23
を
数
え
る
大
寺
院
と
な

っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　

【
山
号
寺
号
】　
　
　
　
　

功
臣
山
報
国
寺
・
臨
済
宗
建
長

寺
派
『
開
基
足
利
家
時
』
《
尊

氏
の
祖
父
》
本
尊
釈
迦
如
来
：

［
一
条
恵
観
山
荘
］
後
陽
成
天

皇
第
九
皇
子
摂
政
・
関
白
一
条

恵
観
（
昭
良
）
西
賀
茂
別
邸
の

離
れ
。
昭
和
34
年
に
京
都
か
ら

鎌
倉
に
移
築
さ
れ
、
庭
石
や
枯

山
水
も
建
物
と
共
に
移
さ
れ
当

時
と
同
じ
配
置
と
さ
れ
た
。

　

昭
和
39
年
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
る
。　
　
　
　
　

　

参
加
者
ご
一
同
様
の
ご
協
力

に
よ
り
楽
し
く
、
事
故
も
無
く

終
わ
り
ま
し
た
こ
と
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

第
20
回
文
化
遺
産
め
ぐ
り

鎌
倉
散
策

【
比
企
氏･

足
利
氏
ゆ
か
り
の
史
跡
を
訪
ね
る
】

浄
妙
寺

報
国
寺



山
口
勝
治
（
や
ま
ぐ
ち
か
つ
じ
）

出
身
：
終
戦
の
年
、
大
空
襲
の

翌
日
に
疎
開
先
の
蓮
田
で
生
ま

れ
る
。
通
信
メ
ー
カ
ー
に
就
職

し
結
婚
後
に
東
京
へ
移
住
、
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
団
体
を
経
て

フ
リ
ー
に
。
横
浜
市
在
住
。

入
会
動
機
：
最
近
、
蓮
田
の
幼

い
頃
の
仲
間
ら
と
「
ふ
る
さ
と

の
記
憶
」
を
集
成
中
。
幼
児
期

の
恩
師
、
故
吉
井
浄
仙
先
生
（
長

松
寺
住
職
・
幼
稚
園
長
）
が
「
自

分
は
、
終
戦
直
後
の
混
乱
期
を

蓮
田
幼
稚
園
で
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
生
き
て
き
た
。
こ
の
町

こ
そ
反
戦
と
平
和
を
考
え
る
町

に
し
て
ほ
し
い
」と
言
わ
れ
た
。

そ
れ
を
仲
間
に
伝
え
る
と
、「
蓮

田
の
ユ
ネ
ス
コ
協
会
の
皆
さ
ん

に
吉
井
先
生
の
伝
記
『
善
縁
』

を
読
ん
で
も
ら
っ
て
は
ど
う

か
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
た
の

が
入
会
の
き
っ
か
け
で
す
。

現
在
手
掛
け
て
い
る
こ
と
：
栃

木
県
佐
野
市
の
方
々
に
、
佐
野

ゆ
か
り
の
オ
ラ
ン
ダ
人
エ
ラ
ス

ム
ス
が
主
張
し
た
「
平
和
の
訴

え
」
を
次
世
代
に
継
ぐ
会
を
提

案
中
。
会
員
の
皆
様
に
助
言
頂

け
る
と
有
難
く
思
い
ま
す
。
ま

た
、
私
自
身
の
ル
ー
ツ
に
も
結

び
つ
く
、
見
沼
代
用
水
を
手
掛

け
た
江
戸
職
人
の
事
跡
を
調
べ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

花
田
愛
（
は
な
だ
あ
い
）

出
身
：
長
野
県

入
会
動
機
：
大
学
卒
業
後
、
幼

児
・
小
学
生
を
対
象
と
し
た
体

験
学
習
教
育
の
民
間
企
業
で
勤

務
。
そ
の
後
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年

海
外
協
力
隊
員
と
し
て
中
米
・

ニ
カ
ラ
グ
ア
へ
青
少
年
活
動
の

隊
員
と
し
て
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
帰
国
後
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に

て
地
球
生
活
体
験
学
習
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
所
属
（
開
発
教

育
・
国
際
理
解
教
育
を
担
当
）
。

そ
の
後
、
民
間
企
業
に
て
発
達

障
害
児
の
運
動
療
育
・
福
祉
施

設
等
で
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

を
務
め
ま
し
た
。
現
在
は
、
日

本
に
住
む
外
国
人
の
総
合
生
活

サ
ポ
ー
ト
を
行
う
民
間
企
業
に

勤
務
し
て
お
り
、
社
内
の
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と
し
て
も

活
動
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
手
掛
け
て
い
る
こ
と
：
ユ

ネ
ス
コ
協
会
さ
ん
か
ら
依
頼

で
、
蓮
田
市
内
の
小
学
校
で
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年
海
外
協
力
隊
の
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

ユ
ネ
ス
コ
協
会
さ
ん
の
活
動
を

初
め
て
知
り
ま
し
た
。
蓮
田
に

は
４
年
前
に
転
居
し
て
き
た
ば

か
り
な
の
で
、
蓮
田
の
事
、
埼

玉
県
の
事
は
何
も
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
担

う
子
ど
も
達
が
、住
み
や
す
く
、

の
び
の
び
と
健
や
か
に
過
ご
せ

る
社
会
を
皆
さ
ん
と
と
も
に
考

え
な
が
ら
、
創
り
上
げ
ら
れ
た

ら
嬉
し
い
で
す
。

　

※
学
校
支
援
協
力
活
動
報
告

①
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル　

蓮
田

市
立
中
央
小
学
校
講
演
講
師

　

当
協
会
の
活
動
の
中
で
、
私

は
自
分
の
人
生
の
経
験
の
中
か

ら
特
に
「
国
際
文
化
ス
タ
デ
イ
」

に
関
心
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。

過
去
に
行
わ
れ
て
き
た
ス
タ
デ

ィ
の
中
で
第
５
回
（
２
０
１
０

年
）
の
「
私
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・

イ
ス
カ
ン
ダ
ー
ル
万
亀
子
氏
」

の
講
演
と
、
第
９
回
（
２
０
１

５
年
）
の
「
韓
国
語
初
め
の
一

歩
ま
え
・
金　

裕
鴻
氏
」
の
講

演
に
特
に
興
味
を
持
ち
、
聞
き

入
り
ま
し
た
。
私
は
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
に
は
80
年
代
に
約
５
年
間

駐
在
し
て
深
い
異
文
化
体
験
を

し
た
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
今
か

ら
約
50
年
ほ
ど
前
に
、
東
京
の

韓
国
大
使
館
の
広
報
館
（
日
韓

親
和
会
）
で
韓
国
語
を
習
い
始

め
た
の
が
縁
で
金　

裕
鴻
先
生

か
ら
言
語
だ
け
で
な
く
そ
の
背

景
に
あ
る
異
文
化
の
理
解
の
大

切
さ
を
学
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た

か
ら
で
し
た
。
こ
の
二
つ
の
講

演
は
そ
れ
ぞ
れ
趣
き
は
異
な
る

も
の
の
、
多
岐
か
つ
仔
細
に
わ

た
る
も
の
で
胸
躍
ら
せ
な
が
ら

拝
聴
し
、
学
ん
だ
の
を
昨
日
の

事
の
よ
う
に
覚
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
こ
こ
で
両
国
に
ま
つ

わ
る
二
つ
の
興
味
深
い
文
化
的

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ご
紹
介
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
一
つ
は
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
民
衆
の
中
で
、
第
２
の

国
歌
と
も
言
わ
れ
ほ
ど
広
く
歌

わ
れ
て
き
て
い
る
「
心
の
友
」

と
言
う
日
本
の
歌
（
五
輪
真
弓

86
年
同
国
で
も
公
演
）
の
存
在

で
す
。
「
静
か
に
ま
ぶ
た
閉
じ

て
心
の
ド
ア
を
開
き
私
を
つ
か

ん
だ
ら
涙
ふ
い
て
」
と
言
う
歌

詞
の
一
部
は
、
私
に
国
連
憲
章

の
前
部
に
あ
る
。
『
戦
争
は
人

の
心
の
中
で
生
ま
れ
る
。
人
の

心
の
中
に
平
和
の
砦
を
築
こ

う
』
と
あ
る
一
文
と
相
通
ず
る

も
の
が
あ
り
同
国
で
の
歌
の
普

及
の
遠
因
が
あ
る
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。
も
う
一
つ
は
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
ス
ラ
ウ
ェ
シ
（
セ
レ

ベ
ス
）
島
の
或
る
種
族
が
話
す

文
字
を
持
た
な
い
言
語
（
チ
ア

チ
ア
語
）
に
、
発
音
が
似
て
い

て
文
字
と
し
て
付
加
す
る
の
に

最
適
な
ハ
ン
グ
ル
を
韓
国
の
学

者
や
国
の
協
力
も
得
て
十
数
年

前
か
ら
学
校
に
も
導
入
し
普
及

に
努
め
て
き
て
い
る
と
い
う
こ

れ
も
心
が
温
ま
る
お
話
で
す
。

新
入
会
員
紹
介

発行人　:蓮田・白岡地方ユネスコ協会　会長　田村勝彦　〒349-0141　蓮田市西新宿3-55-15 (4)

小
杉
正
孝 

氏

（
寄
稿 

）

10
月
１
日
オ
ン
ラ
イ
ン
出
席

会
場　

新
宿
エ
ル
タ
ワ
ー
30

階
14
：
30
～
17
：
40

　　

●
第
１
号
議
案　
　

ユ
ネ

ス
コ
・
ア
ジ
ア
文
化
セ
ン
タ

ー
と
の
合
併
延
期
に
つ
い
て

提
案
理
由
は
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｕ
の
財

政
状
況
（
資
産
残
高
・
収
支
状

況
）
に
課
題
が
判
明
さ
こ
で

「
今
年
４
月
１
日
か
ら
予
定

し
て
い
た
合
併
に
つ
き
、
時

期
を
一
年
程
度
延
期
す
る
」

こ
の
件
に
つ
い
て
は
質
疑
応

答
の
結
果
賛
成
多
数
で
延
期

が
決
定
さ
れ
た
。
当
協
会
も

よ
り
慎
重
に
合
併
ま
で
は
協

議
を
重
ね
、
相
互
を
知
る
機

会
を
増
や
す
こ
と
が
大
事
と

賛
成
票
を
投
じ
た
。　
　
　

●
第
２
号
議
案　
　
　

定
款

64
条
委
員
会
か
ら
の
報
告
を

受
け
た
個
人
会
員
の
除
名
の

審
議
で
あ
っ
た
。
千
代
田
ユ

協
会
長
の
住
谷
宇
紀
子
氏
の

ロ
ゴ
マ
ー
ク
不
正
使
用
な
ど

鈴
木
理
事
長
か
ら
縷
々
説
明

が
あ
り
、
本
人
の
弁
明
機
会

が
会
場
に
て
セ
ッ
ト
さ
れ
、

賛
否
を
問
う
た
が
、
賛
成
多

数
で
可
決
・
成
立
さ
れ
た
。

●
第
３
号
議
案　
　
　

上
記

の
住
谷
氏
が
会
長
を
務
め
る

千
代
田
ユ
ネ
ス
コ
協
会
を
除

名
す
る
案
件
で
あ
っ
た
。
当

日
は
、
住
谷
氏
の
弁
明
も
聞

け
た
が
核
心
の
問
題
部
分
は

回
避
す
る
説
明
に
終
始
し
た

事
は
、
残
念
に
思
っ
た
。
連

盟
は
除
名
を
提
案
し
た
が
、

協
会
を
断
絶
さ
せ
る
よ
う
な

や
り
か
た
は
疑
問
を
感
じ
、

継
続
審
議
か
両
者
話
合
い
の

も
と
改
善
策
の
模
索
・
話
合

い
を
努
力
し
て
貰
い
た
い
意

味
で
除
名
に
は
反
対
票
を
投

じ
た
。
作
る
の
は
大
変
だ
が
、

壊
す
の
は
簡
単
で
あ
る
。

第
74
回 

日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟

　
　

                        

臨
時
総
会
報
告

【
編
集
後
記
】　

皆
様
に
平
穏

な
日
々
が
あ
り
ま
す
よ
う
。


